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繋げよう絆・広げよう地域の輪

富士通アイソテック ベースボールクラブ
野球で福島を元気に！

2019年の富士通アイソテックベースボールクラブの新人選手を紹介します。
新人選手を含めた選手達への応援宜しくお願いします。
今号では、新戦力の顔ぶれ（選手８名）と西牧代表、河野監督の挨拶コメントを掲載します。

■2018年を振り返って
・昨年一年間を振り返ってみると、大きな変革の年であったと感じております。
スタートは４月に富士通アイソテックの社長就任の命を頂き、経営トップとしての責務を果たすべく会社のすすむべき方向性の決断、あるいは従業員一人
一人の意識改革を含めた変革におわれた１年でありました。一方ベースボール活動においても、クラブ選手権では４年連続で全国大会に出場し、更には
都市対抗野球においても東北大会で企業チームに勝利をおさめる等、サポーターをはじめ多くの方々に支えられながら活躍ができた事を改めて感謝申し上
げます。又、本業のボランティア活動も地元の地域方々と、ボランティア活動をとおしての社会人・野球人として大きく成長できた年でありました。
■2019年に向けて
・今年もこれまで活動を支えてくれたメンバーが去るいっぽうで、新たな若い新戦力が加わりました。
これまで同様、福島県・東北を代表するチームづくりを目指して活動したいと考えております。
又、東京オリンピックを来年にひかえ、当クラブも微力ではありますが、クラブ活動・ボランティア活動を通して大いに盛り上げたいと考えております。震災当初、
県内の子供たちの野球人口が減ってきた事もあり、「野球で恩返し」を合言葉にクラブを立ち上げ、早いもので今年で8年目を迎えました。県内の子供たちの
野球人口も少しずつですが、増加傾向になっており、これからもクラブチームの理念のもと社会人、野球人として成長できる環境を整備し運営してまいる所存
です。地域に夢、希望、感動をあたえ、地域から愛され応援していただけるチームをめざし全力で取り組んでまいります。応援よろしくお願いいたします。

日頃より温かいご声援をいただき、ありがとうございます。
いよいよ2019年のシーズンがスタートしました。
昨年は、クラブ選手権の全国大会で優勝チームに敗退し目標としていた、日本一は叶いませんでした。
負けて冷静に思ったことですが...このチームは、良い意味でも悪い意味でもオーソドックスな野球をして勝ち上がってきたチームです。
「送るべき人が送って、打つべき人が打って、抑えるべき人が抑える」力比べをして、明らかに格上の相手にオーソドックスな野球で挑んでいったわけですから選手達は
よく頑張りましたが、勝負としては厳しいものであり、監督の力不足だと思います。
そして、今シーズンのテーマは「繋ぎ力」です。力比べをして自チームに自信がある場合、オーソドックスな野球が出来れば負ける確立は限りなく低いです。但し、力の
ある相手には、当たり前の野球では勝てない、勝ちにくいということを近年で痛感させられました。
野手・投手ともに相手にプレッシャーをかけられる繋ぎの質を高めていけるか？攻撃陣のバリエーション、先発⇒中継ぎ⇒抑えの投手陣が役割を果たす。これまで出
来なかった野球に挑戦し、更なる高みを目指していきます。

拘りを自信に！！全員で目標を掴み取る！！


